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　本研究で開発をおこなうキュー Java コンパイラは IBM の Jikes コンパイラを基に設計された
ものであり、コンパイラの基本機能である構文木の生成までは Jikes コンパイラそのものが利用
されている。Java ソースコードからキュー Java クラスファイルへと変換するコンパイラの作成
手法を提案し、実装を行った。その結果、コンパイルされたキュー Java クラスファイルをキュー
JavaVM であるQJKVM 上で動作することに成功した。
上
本研究の提案手法では、入力された Java ソースコードを Jikes コンパイラの前処理部が解析し、
その結果作成された構文木を幅優先順にノードのリスト化を行っていき、その結果得られたリス
トの並び順にコード生成を行っていく。さらに、構文木のリスト化のみでは正しいコードが生成さ
れない各例外問題についてもそれぞれ対処を行った。
れ
　評価において、本コンパイラで生成されたコードの静的並列度を示し、本コンパイラの正当性及
び、コンパイラとVM(QJKVM) のバイトコードアーキテクチャが一致していることを確認するた
めに、生成されたキュー Java クラスファイルをQJKVM 上で実行し正常動作することを確認し
た。さらに、スタック型の Java クラスファイルをKVM 上で動作させたときとの実行速度の比較
を行い、これを示した。
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